
く
ろ

い
わ

つ
ね

よ
し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

黒

岩

常

祥

専
攻
学
科
目

生
物
科
学

生

年

月

昭
和
一
六
年
一
二
月

略

歴

昭
和
四
一
年

三
月

東
京
都
立
大
学
理
学
部
生
物
学
科
卒
業

同

四
六
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
六
年

三
月

理
学
博
士

同

四
六
年

四
月

東
京
都
立
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
研
究
所
研
究
員

同

四
八
年

四
月

岡
山
大
学
理
学
部
講
師

同

四
九
年

二
月

岡
山
大
学
理
学
部
助
教
授

同

五
二
年
一
一
月

生
物
科
学
総
合
研
究
機
構
基
礎
生
物
学
研
究
所
助
教
授

同

五
八
年

一
月

岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
基
礎
生
物
学
研
究
所
教
授

同

六
二
年

四
月

東
京
大
学
理
学
部
教
授

平
成
一
五
年

一
月

立
教
大
学
理
学
部
教
授

同

一
五
年

六
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

同

一
九
年

四
月

立
教
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
特
任
教
授
・
極
限
生
命
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
現
在
に
至
る
）

五



理
学
博
士
黒
岩
常
祥
氏
の
「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

と
葉
緑
体
の
分
裂
・
遺
伝
様
式
に
関
す
る
基
本

機
構
の
発
見
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

植
物
は
、
細
胞
内
の
小
器
官
「
葉
緑
体
」
と
「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
」
に
よ
っ

て
、
生
命
活
動
に
必
須
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
て
い
る
。
葉
緑
体
は
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
光
合
成
を
行
い
、
一
方
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
細
胞
呼

吸
を
行
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源A

T
P

を
生
み
だ
す
。
こ
れ
ら
の
細
胞
内
小
器
官

は
、
進
化
の
歴
史
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
機
構
を
発
達

さ
せ
た
細
菌
が
、
宿
主
細
胞
と
共
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
現
在
ま

で
、
宿
主
細
胞
の
核
と
は
独
立
に
分
裂
、
増
殖
し
続
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
黒
岩
常
祥
氏
は
、
細
胞
質
遺
伝
学
を
基
盤
に
し
た
研
究
か
ら
、
葉
緑
体

と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
分
裂
装
置
を
発
見
し
、
そ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た

細
胞
小
器
官
の
分
裂
・
増
殖
の
基
本
機
構
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
葉
緑
体

と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
遺
伝
様
式
を
特
徴
づ
け
る
「
母
性
遺
伝
」
に
つ
い
て
、

永
ら
く
未
解
明
で
あ
っ
た
基
本
機
構
を
発
見
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
研
究

推
進
の
た
め
に
は
、
原
始
紅
藻C

yanidioschyzon
m

erolae

（
シ
ゾ
ン
）
が
最
適

で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
そ
の
分
離
、
ゲ
ノ
ム
解
読
に
挑
み
、
真
核
生
物
で
世

界
初
と
な
る
「
一
生
物
種
の
全
ゲ
ノ
ム
の
一
〇
〇
％
解
読
」
を
成
し
遂
げ
た
。

以
下
に
、
こ
れ
ら
の
業
績
の
概
要
を
説
明
す
る
。

１
�
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
葉
緑
体
の
分
裂
装
置
の
発
見

従
来
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
葉
緑
体
のD

N
A

は
裸
で
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
黒
岩
氏
は
粘
菌
は
じ
め
多
く
の
動
植
物
細
胞
を
用
い
、
こ
れ
ら
の

D
N

A

は
、
細
胞
核
の
場
合
と
同
様
に
、
タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
し
核
様
構
造
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
細
胞
小
器
官
は
自
ら
の
分
裂
装
置
を

使
っ
て
分
裂
す
る
こ
と
を
ま
ず
発
見
し
た
。
し
か
し
一
般
の
生
物
の
細
胞
小
器

官
は
、
細
胞
当
た
り
の
数
が
多
く
、
ま
た
形
が
不
定
形
で
、
分
裂
過
程
の
詳
細

な
解
析
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
始
生
物
で
あ
れ
ば
よ
り
単
純
な
小
器

官
分
裂
機
構
を
持
つ
と
想
定
し
、
原
始
地
球
環
境
に
近
い
と
さ
れ
る
高
温
、
酸

性
温
泉
に
生
息
す
る
藻
類
に
注
目
し
た
。
予
想
通
り
、
温
泉
藻
群
か
ら
分
離
し

た
シ
ゾ
ン
は
、
葉
緑
体
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
し
か
持

た
な
い
と
い
う
最
も
単
純
な
細
胞
構
造
を
有
し
て
い
た
。
黒
岩
氏
は
、
こ
の
シ

ゾ
ン
を
用
い
、
葉
緑
体
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
分
裂
装
置
を
発
見
し
、
そ
れ
ぞ

れ
、PD

リ
ン
グ
とM

D

リ
ン
グ
と
命
名
し
た
。
こ
れ
ら
の
構
造
は
、
シ
ゾ
ン
だ

け
で
な
く
高
等
動
植
物
に
至
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
真
核
生
物
に
存
在
し
て
お

り
、
ま
た
、
葉
緑
体
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
分
裂
装
置
の
構
成
は
基
本
的
に
は

似
て
い
た
。
分
裂
装
置
は
包
膜
を
挟
ん
で
内
外
の
二
重
リ
ン
グ
構
造
か
ら
な

二
五



り
、
内
側
の
リ
ン
グ
は
細
菌
ゲ
ノ
ム
由
来
の
遺
伝
子
か
ら
な
る
タ
ン
パ
ク
質
、

外
側
の
リ
ン
グ
は
宿
主
ゲ
ノ
ム
由
来
の
タ
ン
パ
ク
質
群
と
細
い
直
径
七
nm
の
繊

維
の
束
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
分
裂
は
こ
の
ナ
ノ
繊
維
が
ダ
イ
ナ
ミ
ン
分
子
等

に
よ
る
滑
り
込
み
に
よ
っ
て
絞
ら
れ
、
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

更
に
分
裂
機
構
の
全
貌
を
解
明
す
る
た
め
、
分
裂
装
置
の
全
構
成
タ
ン
パ
ク
質

の
同
定
に
挑
ん
だ
。
細
胞
小
器
官
の
分
裂
を
完
全
に
同
調
化
し
、
細
胞
を
破
砕

し
て
分
裂
装
置
を
取
り
出
し
、
解
読
し
た
全
ゲ
ノ
ム
情
報
と
質
量
分
析
装
置
を

使
っ
て
、FtsZ

,M
dm

1,D
nm

等
、
三
〇－

四
〇
種
余
り
の
構
成
タ
ン
パ
ク
質
、

及
び
そ
の
遺
伝
子
を
同
定
し
た
。
黒
岩
氏
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
じ
て
、
細

胞
小
器
官
の
分
裂
装
置
は
、
共
生
と
い
う
か
た
ち
で
取
り
込
ん
だ
細
菌
由
来
の

成
分
と
、
宿
主
細
胞
が
独
自
に
創
っ
た
成
分
と
の
複
合
体
で
あ
る
と
い
う
仮
説

を
提
唱
し
て
い
る
。

２
�
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
葉
緑
体
の
母
性
遺
伝
の
基
本
機
構
の
発
見

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
葉
緑
体
の
遺
伝
子
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
物
で
、
受
精
の

際
、
母
親
の
ゲ
ノ
ム
の
み
が
子
孫
に
伝
わ
る
「
母
性
遺
伝
」
を
す
る
。
そ
の
機

構
と
し
て
、
卵
と
精
子
の
た
ん
な
る
大
き
さ
の
違
い
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
黒
岩
氏
は
、
配
偶
子
（
卵
、
精
子
に
相
当
）
が
同
じ
サ
イ

ズ
の
緑
藻
を
使
い
、
こ
の
葉
緑
体
で
も
母
性
遺
伝
が
起
こ
る
こ
と
を
発
見
し
、

従
来
の
説
に
反
駁
し
た
。
詳
し
い
解
析
の
結
果
、
雌
配
偶
子
内
に
生
じ
た
ヌ
ク

レ
ア
ー
ゼ
と
、
受
精
直
後
に
発
現
さ
れ
る
遺
伝
子
群
に
由
来
す
る
タ
ン
パ
ク
質

が
協
調
し
て
、
雄
由
来
の
葉
緑
体D

N
A

が
選
択
的
に
分
解
さ
れ
る
こ
と
を
つ

き
と
め
、
母
性
遺
伝
の
機
構
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
能
動
的
消
化
機
構
は
広

く
真
核
生
物
に
み
ら
れ
る
細
胞
小
器
官
の
遺
伝
の
基
本
機
構
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。

３
�
研
究
材
料
と
し
て
の
シ
ゾ
ン
の
導
入
と
全
ゲ
ノ
ム
の
解
読

黒
岩
氏
の
研
究
の
特
徴
は
、
自
ら
の
技
術
開
発
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
ま
ず
、
細
胞
内
の
微
量
なD

N
A

を
捉
え
る
た
め
に
超
高
分
解
能
蛍

光
顕
微
鏡
法
を
開
発
し
製
品
化
し
た
。
ま
た
、
シ
ゾ
ン
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と

葉
緑
体
を
同
調
的
に
分
裂
さ
せ
、
分
裂
装
置
を
無
傷
で
単
離
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
次
に
、
分
裂
装
置
は
極
小
、
微
量
で
あ
る
た
め
、
そ
の
タ
ン
パ
ク
質
の

解
析
に
は
全
ゲ
ノ
ム
情
報
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
、
シ
ゾ
ン
の
細
胞
核
、
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
、
葉
緑
体
の
三
ゲ
ノ
ム
の
解
読
に
着
手
し
、
真
核
生
物
と
し
て
初

め
て
一
〇
〇
％
ゲ
ノ
ム
解
読
に
成
功
し
た
。
シ
ゾ
ン
細
胞
核
の
遺
伝
子
数
は
自

律
性
真
核
生
物
の
中
で
は
最
少
で
、
各
遺
伝
子
に
は
コ
ピ
ー
や
イ
ン
ト
ロ
ン
が

殆
ん
ど
無
い
こ
と
か
ら
、
分
裂
装
置
の
ゲ
ノ
ム
・
質
量
分
析
等
に
は
最
適
で
あ

り
、
今
後
の
細
胞
小
器
官
の
研
究
の
展
開
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

二
六



黒
岩
氏
の
こ
れ
ら
の
研
究
業
績
は
、
国
際
的
な
分
子
生
物
学
の
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
、
細
胞
生
物
学
・
遺
伝
学
の
基
本
的
学
習
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ゾ

ン
は
、
細
胞
小
器
官
の
研
究
を
著
し
く
推
進
さ
せ
た
他
、
世
界
の
多
数
の
大
学

研
究
機
関
に
よ
っ
て
ゲ
ノ
ム
情
報
が
利
用
さ
れ
、
た
と
え
ば
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ

ン
大
で
は
、
高
温
特
性
を
利
用
し
た
構
造
生
物
学
の
モ
デ
ル
材
料
と
し
て
多
く

の
シ
ゾ
ン
タ
ン
パ
ク
質
が
選
ば
れ
、
構
造
解
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ゾ
ン

の
細
胞
小
器
官
の
研
究
は
、
真
核
細
胞
の
誕
生
の
解
明
の
鍵
を
握
る
と
考
え
ら

れ
、
環
境
、
医
療
、
食
料
生
産
の
課
題
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研

究
業
績
に
対
し
、
日
本
電
子
顕
微
鏡
学
会
（
瀬
藤
）
賞
、
日
本
植
物
形
態
学
会

賞
、
日
本
植
物
生
理
学
会
賞
、
日
本
植
物
学
会
大
賞
、
東
レ
科
学
技
術
賞
、
紫

綬
褒
章
等
の
他
、
国
際
賞
と
し
て
、
国
際
細
胞
共
生
学
会
賞
（M

iescher-Ishida

Prize

）、
一
九
二
五
年
に
創
設
さ
れ
権
威
あ
る
米
国
植
物
科
学
会
賞
（C

R
.

B
ernes

A
w

ard

）
が
授
与
さ
れ
た
。

以
上
に
よ
り
、
黒
岩
氏
の
卓
越
し
た
業
績
は
、
学
士
院
賞
授
賞
に
相
応
し
い
。

主
要
な
論
文
の
目
録

黒
岩
氏
に
は
三
九
〇
編
の
原
著
論
文
と
総
説
が
あ
る
が
、
本
研
究
に
関
連
の
深
い
主

要
な
論
文
を
掲
げ
る
。

原
著
論
文

1.
K

uroiw
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T
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replicating

chrom
atin

during
a

late
portion

of
the

S
period

as

revealed
by

electron
m

icroscopic
autoradiography.J.C
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